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Jamf Japan 合同会社 

Jamf 、 JNUC  2026 で企業・ 教育機関における Apple デバイス 運用

効率化を支援する 新機能を発表  

〜企業の AI ガバナンス 管理と 教育機関の ID ベース 運用を強化〜 

 

※本リリース は 202 6 年 9 月 23 日に米国で発表された ニュースリリース の抄訳版です。   

 

 

企業・組織 における Apple デバイス の管理と セキュア な運用を 支援する Jamf （本社：米国

ミネソタ 州） は、 アメリカ・カンザスシティ にて 9 月 23 日〜9 月 25 日に開催した 年次ユーザ

カンファレンス 「 Jamf Nation User Conference （ JNUC） 2026 」において、 AI ガバナンス の強

化など Apple デバイス 管理を支援する 新機能を発表しました。  

企業・教育 機関において、 Apple デバイス はその重要性が高まってきている 中、 AI ツール の

登場など により 、 Apple デバイス の活用方法は、 大きく 変化してきています。 JNUC 2026 で

は、 組織における AI 利用状況の可視化や制御を 実現する AI ガバナンス に加え、 Apple デバイ

ス管理の自動化、 iPhone ・ iPad 利用者のモバイル デバイス 管理の強化、 教育機関における 学

習環境の整備やアクセス 管理の強化など の最新機能を 発表しました。これらの 新機能により 、

安全で効率的な Apple デバイス 活用を 支援していきます 。  

 

 

 

 



■AI ガバナンス と 定常業務の自動化を支援する 新機能 

 

AI ツール の導入が進む中、 AI ツール の管理の重要性は高まっています。 Jamf は、 約 25 年に

わたり、 Apple 製品を大規模管理・保護 するための インフラ を構築し、 現在では 78,000 以上の

組織で 3,500 万台以上のデバイスサポート を 行っています。 今回、発表 した 最新機能は、その

インフラ の上で構築された 、 これからの 時代の Apple デバイス 管理であり、 AI ツール に対する

可視性と 制御性を向上させると 同時に、 定型業務の自動化をさらに 進めていく 機能となってい

ます。  

 

Jamf の CEO である Beth Tschida （ベス・ チダ） は次のように コメント しています。  

 

IT 部門はかつてないほど 多くの デバイス と 複雑化する 環境を管理しており、 現在では AI ツ

ールもその 対象となっています。 Jamf は、 日常的な管理業務の自動化により IT 部門の負

担を軽減するとともに、 組織が AI 利用状況を把握できる 環境を提供することで、より 安全

で効率的な運用を支援していきます。  

 

主なアップデート 機能は以下の通りです。  

 

①AI ガバナンス ： Mac のための AI コントロールプレーン  

2026 年 6 月に発表した AI ガバナンス 機能をさらに 強化し、 Mac 上で利用される AI ツール から

ブラウザ を通じた AI ツール まで、 企業・組織 で活用されている Apple デバイス の AI 利用状況

を適切に可視化・ 制御できる 機能を 拡充します 。これにより、 組織は従業員の AI 利用の実態を

把握し、 利用ルールの策定やリスク 管理のさらなる 強化を進めることができます。  

(2026 年 6 月発表： AI ガバナンス 機能について はこちら ) 

 

【 発表された 機能詳細】  

・ AI の可視化と ガバナンス： 管理対象の Mac で利用されている AI ツール を 検出し、 利用状況

の把握やポリシー の設定・適用 、監査 レポート を 作成することができます。  

・ AI アク ティ ビティ の分析： ユーザ、デバイス、コマンド のレベル で不審な AI 利用状況を分析

し 、 大規模な Ma c デバイス 環境においても AI 活用実態を把握できるようにします 。（ 今後提供

を予定）  

・ AI 利用状況と コスト の可視化： トークン の使用量に応じて 想定コスト を可視化し 、 組織全体

での AI 投資や利用状況の管理を支援します。（ 今後提供を予定）  

・ ブラウザ における AI ガバナンス： Mac 上で動作する AI だけでなく、 Safari 、 Chrome 、

https://www.jamf.com/ja/solutions/ai-governance/


Microsoft Edge 、 Firefox など のブラウザ 経由の AI ツール の可視化・制御 を 拡張。 企業データ

の不適切なアップロード を 防止し、 企業の安全な AI 活用を実現します。（ 今後提供を予定）  

・ オンデバイス AI： Apple デバイス 上で AI 処理を 実行できる 環境を提供し、 企業データ を外部

へ送信することなく AI 活用を可能にします。（ 今後提供を予定）  

・ モバイル AI ガバナンス： モバイル デバイス においても ネイティブアプリ やブラウザ での AI

利用を検出、 監視、制御 できるようにし 、 企業のデバイス における AI ガバナンス の統合を実現

します。（ 今後提供を 予定）  

 

②Apple デバイス 管理の自動化と 運用効率化 

Apple デバイス 管理の自動化と 運用効率化を推進する 新機能も 発表しました。これ らの 機能を

活用することで 、 IT 部門の運用負荷軽減と より 安全で効率的なデバイス 管理を 実現します。  

 

【 発表された 機能詳細】  

・ Platform API  Gateway ： Jamf 全体のプラットフォーム API へのアクセス を 一元管理可能に

し、 コンプライアンス 確認やデバイ スデータ 管理を プログラム 実行できるようになります。  

・ IaC （ Infrastructure as Code ）： 新しい Terraform プロバイダ の使用により、 Jamf プラッ

トフォーム 全体を コード で管理することが 可能になります。  

・ Jamf Routines の機能拡張： 「Jamf Routines 」 の拡張により、 自動化の可視性を向上させ、

データ の格納場所の確実な制御を実現します。（ 今後提供を予定）  

・ アプリライフサイクル の自動化： ブループリント の活用により、 アプリ のインストー ルと 更

新を自動化。 IT 管理者のアプリ 管理をより 効率化し、 運用負荷を軽減します。（ 今後提供を予

定）  

・ AI を 活用した セルフサービス 診断： Self Service+ に搭載された 新機能により、 従業員自身で

トラブル 診断が可能になり、 IT 部門への依頼時に追加情報を共有できるようになります。 （ 今後

提供を予定）  

・ デバイス の健全性確保： メモリ、バッテリ、クラッシュ などの 要素を継続的に評価し、 リス

ク に晒されている Mac の特定がしやすくなります。 （ 今後提供を予定）  

・ ソフトウェア 展開の安定性向上： 段階的なソフトウェア 展開により、 安全なアップデート 運

用を実現します。（ 今後提供を予定）  

・ データ 損失防止機能： 新しく 発表された データ 損失防止機能により、 機密データ の検出、 OS

における データ の動きを 追跡し、すべての Mac に対して ポリシー を適用できます。（ 今後提供

を予定）  

 

 



③iPhone ・ iPad 利用者の利便性向上と モバイル 管理の強化 

Jamf は、 iPhone ・ iPad 向けの自動化機能および セルフサービス 機能も 拡充しました。 共有デ

バイス 、 会社支給デバイス 、 個人所有デバイス を問わず、 従業員がより スムーズ に業務を 開始

できるよう になります 。  

 

【 発表された 機能詳細】  

・ Jamf Tap ： 社員バッジ をタップ するだけで 自動的にデバイス の割り 当てやアプリ へのサイン

イン を可能にします。（ 今後提供を 予定）  

・ Jamf Device Checker ： 従業員自身でデバイス の状態確認やトラブル 対応を実施可能にしま

す。  

・ App Insights の拡張： Apple Intelligence やサードパーティ 製 AI など デバイス やクラウド 上

で、 どのアプリ が AI を 利用しているか 正確に把握できるようになります。（ 今後提供を 予定）  

・ BYOD サポート： iOS および Android における 個人データ と 業務データ を 分離。 退職時の業

務データ のみの削除も 可能にし、 BYOD（個人 デバイス の業務利用）管理 を 強化できます。  

 

 

初等・中等教育機関向 け、 ID ベースのアクセス 制御と 保護者連携機能 

 

教育分野での IT 活用が進む中、 Apple デバイス の導入が広まり、 その重要性も 高まっていま

す。 Jamf は、 児童生徒や教職員の適切かつ、 効果的なデバイス 活用のさらなる 支援のため、 初

等・中等教育機関向 けに ID ベースのアクセス 制御と 保護者連携機能の拡充を発表しました。  

今回発表された 新機能は、 児童生徒の進級・進学 や教職員の異動に伴う アカウント 管理の負

荷増加に加え、 スクリーンタイム の監視強化や、 限られた 人員で複数の学校や部署を支える IT

担当者の業務負荷といった、 教育現場が直面する 課題の解決を 目的として 開発されたもので

す。これらの 機能を通じて、 教育機関における デバイス 管理の効率化と、 安全で継続的な学習

環境の実現を支援します。  

 

Jamf の CEO である Beth Tschida  （ベス・チダ） は次のように コメント しています。  

 

毎年新学期になると、 多くの 生徒が進級したり、 転校したりします が、 デバイス のアクセス

管理はこうした 変化に即座に対応することが 求められます。 Jamf の ID ベース 管理機能は、

これらの 変化に自動で対応し、 デバイス やアプリ へのアクセス 管理を シンプル にします。こ

れにより、 教育現場はより 本質的な学習支援に集中できるようになりま す。  

 



主なアップデート 機能は以下の通りです。  

 

①児童生徒・教職員 の情報変更に応じて アクセス 権を 自動更新 

利用者の所属や役割の変更に応じて、 デバイス へのアクセス 権を自動的に更新する 機能を 発表

しました。 これらの 機能により、 ログイントラブル の解決にもつながります。  

 

【 発表された 機能詳細】  

・  ID デバイス 同期： 学校の ID 管理システム と デバイス 管理を 連携させることで 、 児童生徒や

教職員の所属・役割 の変更に応じて アクセス 権を 自動更新できるよう になります。 （ 今後提供を

予定）  

・ QR コードログイン 対応： 生体認証や QR コード ログイン など 新たな 方法で Mac へのサイン

イン を可能にし 、 スムーズ で安全な認証を 実現します。（ 今後提供を予定）  

・ 学習ツール へのアクセス： 一度のサインイン で、 学習アプリ やツール に直接アクセス できる

ようになり、 複数の ID やパスワード を管理する 負担を軽減します。  

 

②教育機関向けのデバイス 管理機能を強化 

デバイス の設定や運用の効率化により、 IT 担当者の負担を軽減しながら、 児童生徒や教職員が

より スムーズ にデバイス を 活用できる 新機能も 発表しました。  

 

【 発表された 機能詳細】  

・  Jamf Setup Manager for macOS ： アプリ やセキュリティ ツール などを Mac に事前に設定

できるため、 児童生徒や教職員はデバイス を 受け取ったその 日から 利用を開始でき ます。  

・ 設定チェックリスト： カスタマイズ 可能なチェックリスト の活用で新規デバイス 利用者は自

分自身で初期設定を行うことができ、 IT 担当者による 個別対応の負担を軽減します。  

・ ブループリント のアクティベーション： 管理ロジック を  デバイス に直接組み込むことで、 オ

フライン 状態でも 設定適用が可能です。  

・ サイト と ロケーション のサポート： ブループリント が Jam f Pro のサイト や Jamf School の

ロケーション と 連携し、  学校や拠点ごと の設定や運用が可能になります 。  

・  AI アシスタント の導入： Jamf School の AI アシスタント 機能により、 デバイス の状態など

を直接質問できるようになり、 デバイス 管理を サポート します。（ 今後提供を予定）  

 

 

 

 



③学校と 家庭の連携を 強化し、 安全な学習環境を 支援 

学校での学習環境だけでなく 、 家庭でのデバイス 利用も 支援する 機能も 発表しました。 安全性

だけでなく、 デバイス の使われ方にも 焦点を当てた 機能となっています。  

 

【 発表された 機能詳細】  

・ Jamf Parent for Mac ： 保護者向け管理機能を Mac にも 拡張し、 学校から 持ち帰った Mac

デバイス に対しても アプリ や Web サイト の制限などの 利用ルールの設定が可能になります 。

（ 今後提供を予定）  

 

Jamf  Nation User Conference (JNUC )について  

Jamf Nation User Conference (JNUC) は、 世界中の Apple デバイス 管理者や IT リーダー が 

集う Jamf の年次ユーザカンファレンス です。 最新の製品ロードマップ や技術動向に加え、 企

業や教育機関における 先進的な活用事例が共有される 場として 毎年開催されています。  

なお Jamf は、 創立 25 周年を迎える「 JNUC 2027 」を、 2027 年 10 月 26 日から 28 日まで 米

国カリフォルニア 州アナハイム で開催する 予定です。  

JNUC 2026 基調講演の概要や各日程の発表内容（英語版） はこちら からご 確認いただけます。  

 

Jamf について  

Jamf は、 エンドユーザ から 愛され、 企業・組織 から 信頼される Apple エクスペリエンス の

管理、 セキュア な運用、業務 の簡素化を目指しています。また Jamf は、 デバイス 管理、 セキ

ュリティ 対応、 AI による 自動化が統合された Apple 特化型プラットフォーム を 提供する 業界唯

一の企業です。 IDC Market Scape や Gartner® マジック・クアドラント ™ において、 複数の部

門でリーダー として 選出され、 業界をリード しています。  

Jamf Japan 合同会社は 2017 年の設立以来、日本国内 の企業だけでなく、 教育機関や医療機

関など 幅広い業界において、 Apple デバイス の統合エンドポイント 管理を支援してきました。

Jamf Japan は、 グローバル で培った ノウハウ を 活かし、 日本市場に特化した サポート 体制を

構築。導入 から 運用、 セキュリティ 強化まで、 組織の規模や業種に応じた 柔軟なソリューショ

ンを提供しています。  

Jamf に関する 詳細は公式 Web サイト をご 覧ください。  

 

■報道関係者様のお問合せ先■ 

Jamf Japan 広報事務局（株式会社小田急 エージェンシー 内）  

メール： jamf_press ＠odakyu -ag.co.jp  

https://www.jamf.com/blog/
https://www.jamf.com/ja/

